
様式（１）-①

令和５年６月

都市再生整備計画(第
だい

１回
かい

変更
へんこう

)

八木原駅周辺
や ぎ は ら え き し ゅ う へ ん

地区

群馬
ぐ ん ま

県　渋川
しぶかわ

市

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 23.6 ha

令和 4 年度　～ 令和 8 年度 令和 4 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

大目標：JR八木原駅を公共交通軸とした市南部の地域振興及び定住人口の増加並びに鉄道利用者の利便性及び地域の安全性の向上を図ることを目標とする。
目標①：自由通路を整備することにより、JR上越線で分断された駅東西市街地の一体性を高め、住民の利便性の向上を図る。
目標②：東側駅前広場を整備し自由通路で西側と連絡することにより、従来、西側のみに集中していた駅利用者の送迎車を分散させ、交通渋滞を緩和させると共に交通利便性の向上を図る。

目標③：西側駅前広場にロータリーを整備し、バスの乗り入れを可能にすることにより、交通結節機能など交通利便性の向上を図る。
目標④：高齢化社会等に対応したバリアフリーの推進及び安全で快適な歩行空間等の整備による都市環境の充実を図る。

　JR八木原駅周辺整備では、JR八木原駅を公共交通軸とした市南部の地域振興及び定住人口の増加並びに鉄道利用者の利便性及び地域の安全性の向上を図ることを目的とし、自由通路（駅舎と一体整備）、東西駅前広場（ロータリー、駐車場、駐輪場等）、東側ア
クセス道路を整備箇所としている。

　渋川市では、本地域も含まれる市の南部地域において、人口がほぼ横ばいで推移していることから、適正な土地利用を促し開発を誘導することにより、地域振興及び定住人口の増加を図るため、平成26年10月22日に渋川市南部地域振興に係る事業方針を決定し
た。この事業方針により、本地区は都市部へとつながり、隣接する町の生活圏も含まれるなど、有効な公共交通機関を有することから、重点整備地区として位置づけられ、整備を検討してきた。
　平成30年度には、第2次渋川市総合計画を策定し、JR八木原駅周辺整備事業を主要事業として位置付けられ、東側アクセス道路の詳細設計、東側駅前広場の用地調査を行うとともに、自由通路、駅舎及び東西駅前広場の基本計画を作成し、東日本旅客鉄道㈱と
基本協定締結に向けた協議を開始した。令和2年度には、渋川市都市計画マスタープランの改定や、渋川市公共交通計画の策定が行われ、交通結節点としての八木原駅などの都市基盤の機能強化を施策として位置付け、令和3年度には、渋川市立地適正化計画を
策定し、本地区は居住誘導地域が設定され、「ライフスタイルに合わせたおでかけ環境の整ったまち」として、交通結節点の利便性の向上を図るために八木原駅周辺の駐車場整備や機能強化、自由通路整備を誘導施策として位置づける予定であるほか、東日本旅客
鉄道㈱と「上越線八木原駅自由通路及び駅舎整備基本設計その他作業に係る協定」を締結するなど、事業を推進しているところである。

■JR上越線により駅東西の市街地が分断しているため、本地区に一体感がない。また、東西を横断できる箇所が少なく、歩行時間がかかるなど利便性が悪い。
■駅の改札が西口のみで、駅東側からの利便性が悪い。さらに、駅西側が県道に面しており、駅利用者の送迎車により交通渋滞が発生している。

■渋川市総合計画
　JR八木原駅周辺整備事業を主要事業として位置付けた。

■公共交通計画
　JR八木原駅周辺エリアにおいて、アクセス道路や駅前広場、駐車場の整備を進め、交通結節点としての機能強化を図る。また、八木原駅周辺整備と合わせ、既存路線の八木原駅乗り入れによる公共交通の利便性向上を検討する。

■渋川市都市計画マスタープラン
①地区別構想における土地利用の配置・誘導方針
　本地区は、市南部の生活拠点の形成として、鉄道駅を中心とする公共交通網を軸としたまちづくりを図るために、駅周辺整備の検討を行う。
②地区別構想における市街地整備の方針
　本地区は、市南部の生活拠点としたまちづくりのため基盤整備を進めるなど検討を行う。

■立地適正化計画（令和3年10月公表予定）
　本地区は居住誘導地域に位置づけており、「ライフスタイルに合わせたおでかけ環境の整ったまち」を図るため、公共交通機関利用者の視点に立った複数の交通手段による移動の連続性の強化や、日常生活の中で多くの人々が集い語らう場となる交流機能の拡充
により、快適な"つなぐ空間"と居心地のよい"たまる空間"を形成するため、ランドマークとしての機能を合わせもつ交通結節点の利便性を向上する。

都道府県名 群馬県 渋川市 八木原駅周辺地区

計画期間 交付期間 8



都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/12hr H30 R8

人 R2 R8

人/日 R1 R8

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

鉄道利用者の増加 JR八木原駅の1日平均乗車人員の増加

パークアンドライドの拠点として駐車場を整備し、駅前広場にロー
タリーを整備することにより、鉄道駅の利便性が向上し、鉄道利用
者の増加に繋がる。（１日平均乗車人数実績からの推計値）

1080 1150

定住人口の増加 八木原地区内の定住人口の増加
自由通路を整備することにより、土地利用が進み定住人口の増加
に繋がる。（住民基本台帳からの推計値） 4137 4200

立地適正化計画におけるJR八木原駅周辺地区の基本方針では居住誘導区域として設定し、生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるようにする。
また、東西自由通路・東西駅前広場の整備を推進し、駅東西のアクセス性の向上を図るとともに交通結節点機能の強化により、JR八木原駅から鉄道を利用してJR渋川駅西側の中心商業地、バスを利用して市道南部幹線沿道の沿道型商業地にアクセスできるように
する。

踏切通行者の減少
半田街道踏切（JR八木原駅南側に位置する踏切）の

歩行者数の減少

自由通路を整備することにより、半田街道踏切の7時から18時に
通行する歩行者数が減少する。（交通量調査による） 539 270



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（歩行者空間等の整備による都市環境の充実）
・安全で快適に利用できる歩行者空間の整備を行う。
・駅利用者の利便性の向上を図るため、エレベーターの整備を行い、バリアフリー化を促進する。
・歩行空間の確保と、まちなかの美観の向上に寄与する施設として駐輪場を整備する。

【基幹事業】
　道路：西側駅前広場
　地域生活基盤施設：東側駅前広場、自転車駐車場整備、自由通路（EV含む）
　高質空間形成施設：公衆トイレ（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ）、シェルター、点字ブロック

【まちづくりの住民参加】
・まちづくりは、行政と市民が連携・協力して推進する必要があることから、地元自治会を主体とした「八木原駅周辺整備事業の検討委員会」と継続的に事業の進捗と課題について協議している。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（駅を中心とした便利で効率的な市街地形成）
・駅東西を一体化させた効率的な市街地形成を図るため、自由通路整備を行う。

【基幹事業】
　地域生活基盤施設：自由通路（EV含む）
【関連事業】
　市道1-1509号線ほか1路線道路改良事業、市道1-1507号線道路改良事業

整備方針２（交通結節拠点とパークアンドライドの整備）
・駅東側からのアクセスを改善するため、自由通路、駅前広場等を整備する。
・西側駅前広場には路線バスの停車機能を持たせる。
・パークアンドライドの拠点として駐車場を整備する。

【基幹事業】
　道路：西側駅前広場
　地域生活基盤施設：東側駅前広場、駐車場整備、自由通路（EV含む）
【関連事業】
　市道1-1509号線ほか1路線道路改良事業、市道1-1507号線道路改良事業
【提案事業】
　地域創造支援事業：鉄道駅舎改築（耐震改修・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 市 直 4,508.1㎡ R5 R8 R5 R8 289 289 289 289

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 市 直 3,718.2㎡ R5 R8 R5 R8 107 107 107 107

市 直 340㎡ R5 R8 R5 R8 43 43 43 43

市 直 3421.8㎡ R5 R8 R5 R8 101 101 101 25

市 直 L=65m、EV2基 R4 R8 R4 R8 905 905 905 905

高質空間形成施設 市 直 2棟 R5 R8 R5 R8 44 44 44 44

市 直 L=138m R6 R8 R6 R8 70 70 70 70

市 直 160㎡ R6 R8 R6 R8 2 2 2 2

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,561 1,561 1,561 0 1,485 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 1,485

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推
進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

住宅市街地総合整備事業

自由通路（EV含む）

公衆トイレ（バリアフリー）

シェルター

点字ブロック

西側駅前広場

東側駅前広場

自転車駐車場整備

駐車場整備

交付対象事業費 1,485 交付限度額 668 国費率 0.45

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目



（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
渋川市 国土交通省 L=386m,W=9.5m ○ H28 R8 196

渋川市 国土交通省 L=231m,W=9.5m ○ H28 R8 80

合計 276

全体事業費

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

市道1-1509号線ほか1路線道路改良事業 渋川市八木原地内

市道1-1507号線道路改良事業 渋川市八木原地内



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　八木原駅周辺地区（群馬県渋川市） 面積 23.6 ha 区域 渋川市八木原字徳楽の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

凡 例

都市再生整備計画区域

居住誘導区域

官公庁

国道

鉄道（ＪＲ）

Ｎ

0            100m

JR八木原駅


